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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

・勤務変更について山田JGMからメールが来ています。各自確認しておいてください。

・オンコールの変更があります。

　　　1/20(日)～東S.G.M.→佐藤A.O.M.

1/23(水)～東S.G.M.→谷藤S.G.M.
・マットレスカバーの交換を1/24（木）に実施します。その日の深夜明けのスタッフは定期リネン交換と一緒にマットレスカバーも出してください。交換する患者様のリストを作成し、Aユニットのホワイトボードに貼ってあります。チェックできるように欄も作成しましたので、チェックをしながらおこなってください。
・留置針22G、24Gの発注は、今後深夜帯での発注に変わります。本日から２週間で使用数をみて、１ヶ月の上限を決めるそうです。東病棟ではどれくらい使用したか知る為に使用数を数えるようにとの事です。

＜患者様情報＞

・向山　忠義様～バイタル落ち着いている事から、バイタル測定は１日１回でよいとの事です。

・福田　忠太様～1/28（月）9：30から認定調査を行う予定となっています。
＜新入院患者様情報＞

・成田　賀枝様　69歳　　人格障害・ヒステリー　　　東Cユニット

　　入院形態：医療保護入院　主治医：田名部Dr　精神指定医：安ヶ平Dr（診察医）

（入院の経過）

　昨年11月26日に右腕の剥離骨折後より不穏状態出現し、八戸市民病院等の救急受診を行っていた。今年に入ってから平和病院のペインクリニックを受診し内服処方されている。1月10日再度八戸市民病院救急受診していた。

　当院でも服薬調整し様子観察し入院を勧めていた。今朝、夫より不穏状態強いとの電話あり、本日受診。8：30介護タクシー（ストレッチャー）で来院され、家族が入院での治療希望された事から東Cユニットに医療保護入院となっている。夫様より、本人は立ち上がり等出来ず起き上がる事も出来ないとの情報でしたが、入院後は自力にて起き上がり歩行されている状態であり、歩行状態不安定な為、見守り要しています。また脱衣行為も見られています。
（今後の方針）

　夜間ほとんど眠れておらず不穏行動も見られているので、今後の睡眠状況・歩行時の事

故などが無い様見守り、介入をおこなっていきましょう。

介護認定を申請中との事です。洗濯は家族洗濯となります。

・澤　昌利様　　37歳　　統合失調症　　東Aユニット

　　　　入院形態：任意入院　　主治医：川端Dr　　診察医：安ヶ平Dr

（入院の経過）

　H16年10月31日当院退院後は通所利用し、外来通院継続していた。昨年10月頃より表情の硬さみられ、気分の落ち込み等があるとの情報が通所よりあった。服薬の飲み忘れ等もあり、主治医より指導を受けていました。

　昨日、母親来院し昨年12月上旬頃より行動の落ち着きの無さ、荒さが目立ってきており、母親を蹴ったり、殴ったりする事や「殺してやる」等の暴言みられているとの事で服薬もしておらずどうしたらいいかとの相談があった。主治医と相談する事伝え、身に危険な事あれば、保健所や警察に協力する事伝えていました。

　本日、五戸警察署より電話があり受診。入院での治療必要な事説明本人の同意得られた事から東Aユニットに任意入院となる。
（今後の方針）

　服薬をしない理由に痩せたいからと答えている。言動に落ち着きの無さみられており、「いつ退院？」「部屋に鍵閉めないよね。」などしつこくスタッフへ聞いてこられる事がある。本人の気持ちを傾聴し服薬は確実にして頂けるよう援助していきましょう。粗暴的となる事はないが他者とのトラブルにも注意していきましょう。

・福田　忠太様　　74歳　　躁病　　東Aユニット

　　　　　　　　　　　　＃1胆嚢結石・総胆管結石症術後・右腎細胞癌術後

　　　　　　　　　　　　＃２左尿管結石術後　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　＃３パーキンソン病

（入院の経過）

　当院に躁病で通院し、訪問看護利用中だったが、昨年9月から12月24日まで上記病名（＃1～３）にて八戸市立市民病院に入院。その後、種市外科病院にリハビリ目的で転院となるが、今年に入り徘徊・不眠・他者への迷惑行為等がみられ同院から退院の話しがあり、当院への転院希望され1月17日長男同伴で受診。本日入院予定としていた。

　本日受診、東Aユニットに医療保護入院となる。
（今後の方針）

入院後も表情穏やかで不穏みられず落ち着いて過ごされている。他患者様とのトラブル、睡眠状態に注意して観察していきましょう。
＜措置入院患者様ケース検討＞

・木村　修武様～時間隔離中です。入院後、自殺企図なく病室退出時間も落ち着いて過ごされています。今後も自殺企図の有無・夜間の睡眠状態の観察をしていきましょう。













